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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

（２）情報化・グローバル化の進展
①情報化
◯令和元年度の調査によると、本市のインターネットの利用率は増えています。
◯年代別では、全ての世代で増加しています。特に、60 歳代は、令和元年度の調査と平

成 26 年度の調査を比較すると 20.2 ポイント上昇しています。
◯情報通信技術は目まぐるしく進化しており、日常生活にも大きな影響をもたらしていま

す。
◯生涯学習においても、インターネットを利用した「学び」と「活動」の場が増えるなど、

学習形態や学習場所が変化しています。

生涯学習に求められること

★より多くの市民に生涯学習の情報が発信できるよう、年代・属性等に応じた学習
機会と情報の提供
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

②グローバル化
◯市の外国人市民、留学生が増加しています。
◯外国籍市民等の増加に伴い日常生活でも共生する場面が増えています。

       生涯学習に求められること

★外国籍市民等が地域の一員として安心して本市に住み続けられるよう、外国人同
士の交流、地域住民との交流促進
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

（３）家族形態の変化・地域コミュニティの希薄化

◯平成 27 年の本市の一般世帯数は 425,544 世帯で平成 22 年 419,984 世帯に比べ 5,560 世
帯が増加しています。

◯また、単独世帯の占める割合は平成 22 年の 34.6％から平成 27 年は 2.4 ポイント増の
37.0% となっています。

◯高齢者のいる世帯数は全体的に増加傾向となり、中でも、高齢者の単身世帯が増加して
いることが特徴として挙げられます。

◯高齢化の進展や共働き世帯の増加等により、自治会の役員のなり手が不足し、自治会加
入率が低下しています。

◯地域社会における人と人とのつながりや支え合いの希薄化が進んでいます。

生涯学習に求められること

★地域活動を担う人材を育成するための学びの機会の充実
★生涯学習を通じた地域の人と人をつなげる仕組みづくり
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

（４）市民力による課題解決を目指す取り組み　
◯市内で活動する NPO 法人は様々なフィールドで活躍しており、特に「保健・医療・福祉」

「まちづくり」「子どもの健全育成」の分野が上位を占めています。
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

         生涯学習に求められること

★ＮＰＯ活動やボランティア活動を担う人材の発掘・育成につながる学びの機会の
充実

★地域とＮＰＯ・ボランティア団体等が連携した、地域の課題解決につながる仕組
みづくり

◯市社会福祉協議会のボランティア・市民活動センターに登録するボランティアグループ
は減少傾向です。

◯ボランティアグループの活動領域は「高齢者福祉活動」「地域活動」「子ども・青少年福
祉活動」が上位を占めています。
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

（５）財政状況
◯本市の財政状況は、歳入では自主財源比率が低く、財政基盤が脆弱となっています。
◯歳出では義務的経費比率が高くなっており、厳しい財政状況が続く見通しです。

         生涯学習に求められること

★ PDCA サイクルや効果の見える化等による、より効率的・効果的な事業の推進
★公共施設マネジメントの推進における選択と集中の観点から、生涯学習関連施設

のより効率的な施設運営

【図表 16　一般会計歳入決算額の推移】

資料：北九州市
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【図表 17　一般会計歳出決算額（性質別）の推移】

資料：北九州市
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※平成29年度より義務的経費の割合が大きく上昇していますが、これは県費負担教職員の給与負担等の権限移譲に伴う
　給与費等の増加により、人件費が増加したためです。


